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第

二
十
九

回

の
総
会

を

、
今

年
も

母

校

の
創

立

記
念

日

に
当

る
五
月
十

三
日

（
水
）

に
開
催

い
た

し
ま
す

。

今
年

は

、
年
度

幹
事

の
ご
努
力

に
よ

り
東
京

会
舘

の
広

い
会

場

で
開

催
す

る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
松
橋
常
任
幹
事

（
東

郷
神
社

宮
司

）

の
ご

配
慮

に
よ
り
、

長

年

に
わ

た
り
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

東

郷
会

館

の
会
場

が
、

出
席

者

が
多

数

と

な

っ
て
手

狭

に
な

っ
た

た
め

、
今

年

か

ら
広

い
場

所

に
変
更

す

る

こ
と

に
し

た

も

の

で
す

。

ご
出
席
下
さ
る
方
、
住
所

、
電
話
番

号
・

勤

務
先

等

の
変
更

の
あ

る
方

は
、

同

封

の
葉
書

で
お

知
ら

せ
下

さ

い
。

欠

席

の
方

は
、

お
手

数

で
も

同
封

の
振

込

用
紙

で
年
会

費

二
千

円
を

お
振

込
み

下

さ

る

よ
う
、

お
願

い
申

し
上

げ

ま
す

。

出
席
者
及
び
年
会
費
納
入
者

に
は
、
新

し

い
会

員
名

簿

（
約

四
千
人

掲
載

）

を

配
布
す

る

こ
と

に
し

て

い
ま

す

。

在
京白堊全会長及川昭伍

今

回

は
、

会
場

を

昨
年

ま

で
の
東
郷

記
念

館

か
ら
東

京

世

界
貿

易

セ

ン
タ

ー

ビ

ル

3
8
階

東
京會館スカイホール

に
移

し
ま

し

た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
参
加

者

全

員

が

一
同

に
揃

っ
て
懇
談

で
き

る

こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

ま

た

、

こ
と
し

は

、
時

節
柄

派

手
な

運
営

は
慎

む

こ
と

と

し
な

が

ら
も

、
年

代
間

の
交

流

が
図

ら

れ
、

ふ

る
さ

と
と

の
結

び

つ
き

が
強

く

な

る
よ

う
な
企

画

を

考

え

て
お

り
ま

す

。
例

え
ば

、

当

日
、

母
校

で
は
恒

例

の
大

運
動

会

が
開

か
れ

て

い
ま
す

が

、

そ

の
模
様

の
紹

介

や
、

や
は

り
盛

岡

で
開

か

れ

て

い
る白堊会

会

場

を
結

ん

で
の
同

時
中

継
な

ど

デ

ジ

タ

ル
時

代

に
沿

っ
た

出
し

物
も

準

備
中

で
あ

り

、
ど

う

ぞ
期

待
を

い
た
だ

き
た

い
と

思

い
ま

す
。

多

く

の
同
窓

生

の
ご
参

加
を

お

待
ち

し

て

い
ま

す

。
ど

う

ぞ
お

い
で
や

ん
せ
。

（
昭
和
4
1
年
卒
幹
事
一
同
）
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文
芸
白
堊
の
伝
統
、
平
成
で
も
開
花
！

高
校

生

文

芸

コ
ン
ク

ー
ル

で
最
優
秀

賞

二
人

昨

年

の
第

12

回
全

国
高

校

生
文

芸

コ
ン
ク

ー

ル

（
全
国

高
等

学
校

文

化
連

盟
・

読

売

新

聞

社

主

催

）

で
、

わ

が
白
堊
の
後
輩
た
ち
が
、
個
人
の
大
臣
奨
励
賞
を
〝
独

占

〟

す

る
と

い

う
快

挙
を

成

し
遂

げ
ま

し

た
。

全

国
か

ら

二
万

五
千

八

百

四
十

六
点

の
応
募

の
中

か
ら

、
盛

岡

一
高

三
年

の
遅
澤

さ
ん

と

二
年

の
長

谷

川
さ

ん

が
、

小
説

部

門
と
詩

部

門

の
最
優

秀
賞

に
選
ば

れ
ま

し

た
。

な
お

、

主
催

の
文
化

連

盟
会

長

は
昭

和

32
年

卒

の
小

山
卓

也

さ
ん

。

石
川
啄
木
、
宮
沢
賢
治
、
金
田

一
京
助
、
新
渡
戸
稲
造
と
続
く

「
文
芸
白
堊
」
の

伝
統

は

、
平

成

の
世

で
も

脈

々
と

生
き

続

け
、

見
事

に
花

開

き
ま

し
た

。

左
か
ら
、
遅
澤
さ
ん
、
小
山
会
長

長
谷
川
さ
ん
（
表
彰
式
会
場
）

後

輩

の
活

躍
を
喜

ぷ

小

田
島
雅

也
（
昭
28
年
卒
）

初
冬

の
朝

、
幼

馴
染

み

の
弾

ん
だ
声

が

受
話

器

に

ひ
び

い
た
。

「
読
売

新

聞

の

高

校

文

芸

コ

ン
ク

ー

ル

で
貴

方

の

後

輩

で
あ

る
盛

岡

一
高

の
生
徒

が

二
人

も

最

優
秀

賞

を
受
賞

し

て
い
る
記
事

が
出

て

い

る

。

も

し

見

て

い

な

か

っ
た

の

な

ら

コ
ピ

ー

を
送

る
」

と

い
う
電
話

。
数

日
後
、

「
何

年
経

っ
て
も
故

郷

の

こ
と

は
気

に
な

る
も

の

で
す

ね

」
と

い
う

添

書

と
共

に
新

聞

の

コ
ピ

ー
が
送

ら
れ

て

き

た
。

全

国

高

等

学

校

文

芸

コ

ン
ク

ー

ル

「
小
説

」

部
門

で
遅
澤

可
奈

子

さ
ん

の

「
華
炎

」
、

「
詩

」

部

門

で
長

谷

川
瑞

穂
さ

ん

の

「
花

の
定

義

」
が
共

に
文
部

大
臣

賞

に
輝

い

て
い
た

。
学
校

単

位

の

「
文

芸
部

誌

」
を
除

く

個
人

の
四
部
門

の
う

ち

、

二

つ

の
部

門

で
同

一
高
校

の

生
徒

の
受

賞

で
あ

る
。

卒

業
生

の

一
人

と
し

て
は

こ
の
後
輩

の
活

躍

に
、
母

校

の
部
活

の
実

力

を
再

認
識

さ
せ

ら
れ

た

。
華

や
か

に
取

り
上

げ
ら

れ

る

ス
ポ

ー

ツ
部

門
と

違

い
、
地

味
な

活
動

を
続

け

る
文
化

部

の
栄

光
だ

け

に
、
単

に
進

学
校

と

し

て

の
存

在
だ

け

に
と
ど

ま

ら
ず

、
充
実

し

た

課
外
活

動
を

続
け

努
力

す

る
姿

に
、

「
忠
實
自

彊

の
旗
高

く

、
文
武

の
海

に
彌
る
日
の

…

…
」
と

い
う
校
歌

の
精
神

を

具
現
化

さ
れ

た
思

い
を

強

く
感

じ
た

の
で
あ

る
。

と

か
く

偏
差

値
教

育

や
○

×
式

試
験

が
大

手
を

振

っ
て
罷
り

通

る
現
代

に
お

い
て
、
言

葉
文

化

を
創

造
す

る
作

品

の

評
価

は

、
母
校

の
存

在

感
を

改

め

て
世

に

問

う

こ

と

に

な

っ
た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

「
作

品
が
全

国

か
ら

応
募

さ

れ
た

の

に
、

入

選
は
南

北

遠
隔

地

の
高
校

生

の

作

品

に
多

か

っ
た

。

こ
れ
は

文
化

の
発

信

と
は
何

だ

ろ
う

。
文

化

の
土
壌

と

は
。

都
市

型
受

験
教

育

と

は
何
か

？
を

考

え

さ

せ
る
も

の
と
な

っ
た

」
と

挨
拶

さ

れ

た

全

国
高
校

文

化

連

盟

の
小
山

会

長

の

こ
と
ば

の
中

に
、
高

校

教

育

の
問

題
点

が

潜

ん

で

い
る

の

で
は
。

教
育

の
原
点

は

知
識

の
習

得
は

も
ち

ろ

ん
、

最

も
大

事

な

こ
と

は
人

間

の
形
成

に
あ

る

の
で

は

な

い
だ

ろ

う
か

。

な

お
、
会

長

の
小

山
卓

也
君

は

、
わ

が

盛

岡

一
高

の
昭

和

32
年

卒
業

生

で
、

ハ

ン

ド

ボ

ー

ル

部

の
後

輩

で
あ

る

。

在

学

中

は

イ

ン
タ

ー

ハ
イ
や

国
体

で
活
躍

し

、

教
員

と

な

っ
て
か
ら

は

一
高

勤
務

中

の
昭
和

53
年

、

甲

子
園

に
出

場

し
た

野

球

部

の
部

長
を

勤

め
た

。
先

日

の
電

話

で
は

「
私
自
身
、
審
査
結
果
を
知
ら

さ

れ

た
時

に
後

輩

た

ち

の
入

選

に
び

っ

く

り

し

、

晴

れ

が

ま

し

い
気

持

が

し

た

」

と
喜

ん

で
く

れ

た
。

新

聞
紙

上

に
大

き

く

の

っ
た
盛

岡

一

高

の
活
字

に
心
躍

る

ひ
と

と
き

で
あ

っ

た

。

願
わ

く

ば

こ
れ

か
ら

も
精

進

を
重

ね

て
、

い

つ
の
日
か

中
央

文
壇

に
登
場

し

活

字
を

通

じ

て
読

者

に
感
動

を

与
え

て
く

れ

る

こ
と
を

希

望
す

る

。

と

か

く

暗

い

ニ

ュ
ー

ス

の
多

か

っ
た

97
年

で
は
あ

っ
た

が

新
年

を

迎
え

る

に

当

っ
て
、

こ
の

よ
う

な
明

る

い
話

題

で

紙

面

を
飾

っ
て
く

れ

た

こ
と

に
感

謝
す

る
と

と
も

に
、

21
世

紀

に
向

っ
て

の
確

か

な

歩

み
を

感
じ

た

。
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花

の

定

義

長

谷

川

瑞

穂

（
盛
岡

一
高
二
年
）

皮
を
破
れ
。

土

を
押

し
上

げ

ろ
。

地

上

に

二
枚

の
翼
を

広

げ

て
、

そ

の
身

に
降り注ぐ

光

の
粒

を

一
滴

も
逃

す

な

。

意

識
を

上

に
上

に
、

空

を
抱

き

し
め

、

伸

び

て
ゆ

け

。

命
の
宮
に
宿
っ
た

「
生

」

に

流
れ

る

風
を

吹
き

込

め
。

花
。

植
物

の
体

か

ら

無
意

識

に
溢

れ
出

た

一
瞬

の
生

の
姿
。

人

は
誰

で
も

そ
れ

を

美
し

い
と
言

う

。

あ
あ

、

そ
れ

な

ら
ば

、

白
け
た
無
気
力
、

早
す

ぎ

る
諦

め

を

格
好

い

い
と

は
言

う

な
。

美

し
さ

の
追

求

な
ど

や
め

て
し

ま

え
。

生

の
力

に
正
直

に
、

時

に
は
、

笑

わ
れ

る

ほ
ど
、

ば

か

に
な

れ

。

今

こ

そ

、

皮

を
破

れ

。
土

を
押

し
上

げ

ろ
。

地
上

に
二
枚

の
翼
を

広
げ

て
。

そ

の
体
か

ら

溢
れ

出

る

永
遠

の
生

の
姿

。

未
来

を
夢

見

る

た
く

ま

し
き
本

能
。

花
。

遅
澤

可
奈

子

（
盛
岡
一
高
三
年
）

華

炎

久
安

元
年

。
鳥

羽
上

皇

の
皇
后

で
あ

り

、
ま

た

近
衛
天

皇

の
生

母
と
し

て
院

号
を
受
け
た
美
福
門
院
・
藤
原
得
子
は

い

つ
も

の
よ
う

に
院
御

所

で
我

が
子

・

體
仁
の
手
習
い
を
見
て
い
た
。

體
仁
の
筆
を
持
っ
て
い
る
か
細
い
手

首

が

ぶ

る

ぶ

る

と

震

え

て

い

る

。

そ

の

震

え

か

ら

、
紙

面

の
上

に
黒

い
墨

が

散

っ
た
。

「
宮
、

落

ち
着
き

遊
ば

し

て
」

美
福

門

院
が
内

心

の
失

望
を

巧
み

に

押

し
隠

し

な
が

ら
気
遣

う

と
、
體
仁
が

取

り
繕

う

よ
う

な
気
弱

げ

な
笑

み
を

浮

か

べ

た

。

我

が
子

な
が

ら
、

何

た
る
気

弱

さ
か
。

そ
う

思
う

反
面

、
手

首

の
震

え
を

必
死

に
制

し
な

が
ら

筆
を

滑

ら
せ

る
我

が
子

を
見

て
、

や

は
り

こ

の
子

は
自

分

が
支

え

て
あ
げ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
と

し

み

じ

み
と
思

う
。

何

と
言

っ
て
も
體
仁
は
近
衛
天
皇
と

し

て

即

位

し

て

い

る

と

は

い

え

、

ま

だ

弱

冠
五
歳

の
子

供

だ
。

し
か

も
親

の
目

か

ら
見

て
も
利

発

な
子

だ
と

は
言

え
な

い
。

と

、
な

れ
ば

、
骨

身
を

削

る
権
力

闘

争

で

こ

の

子

が

打

ち

勝

つ
た

め

に

は

、

自

分

が

側

に
付

い

て

い

る

他

な

い

で

は

な

い

か

。

お

ま

け

に
、

美
福

門
院

に
と

っ
て
、

體
仁
の
教
育
は
是
非
と
も
自
分
が
や
ら

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

理

由

が

も

う

一
つ

あ

っ
た

。

自

分

の
言

う

こ
と

を
素

直

に
聞

く

、

従
順

な

息
子

に
育

て
上
げ

な

け
れ

ば

…

…
。

美

福
門

院

は

そ
う

心

に
決
め

て
い

た
。

そ

の
た

め、当然體仁に付けな

け
れ

ば

な
ら

な

い
乳

母

も
自

分

の
腹

心

の
女

房

に
や

ら

せ
、

且

つ
な

る

べ
く

自

分
も

付

き
添

っ
て
い

る
よ

う

に
努

め

た
。

他

人

の
乳

母

な
ど

に
教
育

を
任

せ

て

い

て
は
、
成

長

し

た
後

、
自

分

の
言

う

こ
と
を

聞
か

な

い
天

皇

と
な

っ
て
し

ま

う

。

そ
し

て
あ

の
憎

た
ら

し

い
女

の
息

子

で
あ

る

顕
仁

の
子

供

に
帝

位

を
戻

す

と
言

い
出
す

か

も

し

れ
な

い
。

も

し
も

そ

ん
な

こ
と

に
な

っ
た

ら
、

せ

っ
か
く
白

河
院

の
崩

御

を
待

っ
て
手

に
入

れ
た
體
仁
の
帝
位
と
宮
中
に
お
け

る
権

限
が

無
駄

に
な

っ
て
し
ま

う

。

そ

し

て
何

よ
り

も

、
あ

の
女

の
血

縁

の
手

に
天

下

が
集

ま

っ
て
し
ま

う

で
は

な

い
か

…
…

。

そ
れ

だ
け

は
、

絶

対

に

阻
止

し
な

け

れ
ば

。

美

福
門

院

は
は

ら

り
と

自
分

の
檜
扇

を

開

き
、

危

う
く

噛

み
締

め

て
し

ま

っ

た

口
元
を

隠

し
た

。

（
以

下

略

）



母
校

の
新
築
決
ま
る

在
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平
成
十
年
度
の
岩
手
県
予
算
案
が
確

定
し

、

母
校

の
盛

岡

一
高

は

、
現

在

の

敷
地

内

の
南

側

に
校

舎

を
新

築
す

る

こ

と

に
な

り
ま

し

た
。

校

舎

敷
地

が

狭

い
た

め
、

県
立

高

校

で

最

初

の

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

付

き

の

五

階

建

て
と

し

、
三

五

〇
席

の
階

段
式

大

教

室

を
設

け

る

は
か

、
北

側

に
岩
手

山

を

望

む

バ

ル

コ

ニ
ー

を

設

け

る

こ

と

に

し

て

い
ま

す

。
校

舎

の
西

側

に
体
育

館

を

新

設

、

二

階

に

プ

ー

ル

、

三

階

に

ア

リ

ー

ナ
を

設
け
、

校
舎

の
三
階

と
廊
下

で

つ
な

ぎ

ま

す

。

「
白堊」のイメージから、外壁

は
白

を
基

調

に
し
ま

す
。

校
舎

、
体

育

館

、

プ

ー
ル

の
高
層

化

で
、
運

動
場

は
、

現

在

よ
り

約

二
五

％
広
く

な
り

ま
す

。

平

成
十

年
度

、
平

成
十

一
年

度

の

二

カ
年

で
完

成
し

、
十

二
年

の
創

立
百

二

十

年

は
、

新
校

舎

で
迎

え

る
こ
と

に
な

ります。岩手県知事が先日上京された節に、正式決定した旨のお話がありましたので、在京白堊会を代表してお礼を申し上げておきました。

40年目を迎える現在の白堊校盛 古 今 年 も 岩 手 県 人 会 が 下 記 の と お り 開 か れ ま す

5 月 10日（日）受付開始 A M lO ：00

京王 プ ラザ ホ テ ル 5 F エ ミネ ンス ホ

東京都新宿区西新宿 2 － 2 － 1

℡03－3344－0111（代表）

8 ，000 円 ご家族 2 人 の場合 15，000円

◎日 時

◎会 場

0
みなさまお誘い合わせの上
、卓記

さ◎参加費

墾
（ エ トキ ） 第 2 代 目の 白 堊 校盛岡 の街 を ね り歩 くチ ャグ チ ャ グ馬 っ こ

新

春

の
盛

岡
。

し

か

っ
た

の

で
、

あ

ま
り

に
も

空

が
美

「
盛
岡

三
棲
ご

を
考

え

て
み

ま
し

た
。

盛
岡
三
山
＝
岩
手
山
、

神
山
。

盛
岡

三
河
＝

北
上

川

、

－
○

ノ

盛
岡

三
橋
＝

開

運
橋

、

橋
。

盛
岡
三
湖
＝
高
松
池
、

紬
叫

早
池
峰
山
、
姫

中
津
川
、
雫
石

中

の
橋

、
明

治

岩
洞
湖
、
南
部

富
士
湖
。

盛
岡

三
樹
＝
石
割
桜
、
南

部
赤
松
、
桐
。

盛

岡

三

祭
＝

チ

ャ
グ

チ

ャ

グ
居

っ
こ
、
舟

っ
こ
流

し
、

さ

ん

さ

踊

h
ソ
。

盛
岡

三
景
＝
白
鳥
、
鮭
、

臣
叩

つ

こ

。

盛

岡

三

麺

＝

わ

ん

こ

そ

ば

、

冷

麺

、

ジ

ャ

ー

ジ

ャ

ー

麺

。

盛
岡
三
業
＝
南
部
煎
餅
、
豆
銀
糖
、
ご

ま
す
り
団
子
。

盛
岡
三
偉
人
＝
原
敬
、
米
内
光
政
、
新

渡
戸
稲
造
。

盛
岡
三
文
人
＝
石
川
啄
木
、
宮
沢
賢
治
、

金
田

一
京
助
。

盛
岡

三
「
白
」
＝
白
梅
、
白
百
合
、
白

亜
。

先

輩

の
み
な

さ
ま

、

も

っ
と
あ

り

ま

し

た
ら

教
え

て
下

さ

い
。

（
編
集

係

）


